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令和３年・４年令和３年・４年

十 和 田 市十 和 田 市
祝祝

木村 大翔さん

　生まれ育った十和田市に少しでも貢
献したいと思い、高校時代は十和田市
役所就職を目標に学業に励み、その目
標を達成することができました。今新
しくできた目標は、十和田市の特徴や
特色についての知識をさらに習得して
いくことです。十和田市も私たち新成
人と一緒で、今後も、もっと発展して
いけるまちであり、明るい未来が待っ
ていると思います。これからの市の発
展に携わり、貢献していきたいです。

岡田 羽湖さん

　市外の中学・高校に進学し、課外活
動で地域間の教育格差を実感し、学生
団体を立ち上げ、副代表として活動を
してきました。まだまだ知らないこと
だらけのこの世界で、どんな時も心踊
る選択をし、広い視野と心を持って力
強く人生を歩んでいきます。あらゆる
社会問題を自分ごととして捉え、一人
一人ができる小さな取り組みを積み上
げ、誰もが暮らしやすい社会を自分た
ちの手で実現していきましょう。

ディクソン 太陽さん

　三本木中学校のサッカー部で主将を
務め、全国大会に出場し、その過程で、
全員で気持ちを一つにし、目標に向け
て努力することの大切さと、勝つこと
の重要性を学びました。当時の顧問の
先生が常に話していた「周りの人への
感謝を忘れるな」という言葉も、今で
は心の奥底から理解できる気がします。
いつまでも支えられるだけでなく、こ
れからの子どもたちを支える立派な大
人になりたいです。

岩渕 龍勝さん

　20歳で大学を辞め、ラーメン屋に
なるため全国を飛び回り修行し、今は
弘前市でラーメン屋を営んでいます。
親元を離れ、学生から社会人、経営者
になり、立場が変わっていくにつれ、
どれだけ多くのことを与えられてきた
のかつくづく思い知らされています。
与えられてきた、この不自由のない安
心した生活を次の世代に与えるだけで
なく、何かひとつでも付加価値をつけ
て与えられたらと思います。

　高校時代は十和田バラ焼ゼミナール
の皆さんと共に活動をさせていただき、
十和田の新しい魅力を発見するととも
に、本気になることの楽しさ、人と人
とのつながりの大切さを学びました。
このかけがえのない経験から、地元に
貢献したいと思い、社会人として夢に
向かって努力しています。感謝の気持
ちと十和田市で生まれ育った誇りを胸
に、今後マスクがとれた時、さらに笑
顔溢れる未来を歩むことを約束します。

西野 彩花さん

　昨年12月26日、延期となっていた令和３年成人式が行
われ、169人が参加しました。年が明けて１月９日には、
本年度の新成人を祝う令和４年成人式が行われ、330人
が参加しました。
　会場の市民文化センター前では、友人との再会を喜び、
振り袖やスーツ姿で記念撮影をする新成人の笑顔が多く
見られました。また、成長した我が子の晴れ姿を写真に
収め、温かく見守る家族の姿も見られました。

　式典では、小山田久市長から「夢を追う勇気」とい
う言葉が贈られ、新成人たちは真剣な表情で聞き入っ
ていました。
　「成人の誓い」では、代表の新成人が両親や恩師な
どへの感謝を伝え、夢や目標に向かって歩んでいくこ
とを誓いました。
　これから、それぞれの道を歩んでいく新成人。成人
としての自覚や責任をしっかりと胸に刻み、新たな一
歩を踏み出しました。

感謝と志を胸に、新たな一歩を踏み出す
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